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６
月
１
日
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
つ

い
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ご
み
（
以
下

「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
」
）
が
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
今
ま

で
燃
や
せ
な
い
ご
み
（
廃
プ
ラ
）
と
し
て
出

し
て
い
た
も
の
の
一
部
が
「
燃
や
せ
る
ご

み
」
と
し
て
出
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
み
の
排
出
の
際
は
、
ご
み
の
日
程
表

（
カ
レ
ン
ダ
ー
）
で
よ
く
確
認
し
た
う
え
で
、

指
定
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
先
日
配
布
さ
れ
た
「
家
庭
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
一
覧
表
」
で
、
今
回
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ご

み
は
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
・
包
装
」

と
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
の
日
程
表

（
カ
レ
ン
ダ
ー
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
表
記

が
旧
町
単
位
で
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
以

下
の
表
記
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
ご
み
集
積
所
へ
の
ご
み
出
し
の

約
束
時
間
を
守
ら
ず
に
ご
み
を
出
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
ご
み
収
集
車
が
ご
み
を
収
集

し
た
後
に
、
ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
効
率

的
な
ご
み
収
集
業
務
に
支
障
を
来
た
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
野
外
焼
却｢

野
焼
き｣

に
関
す
る
苦

情
（
相
談
）
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
臭
い
が
洗
濯
物
に
つ
い

て
し
ま
っ
た
り
、
悪
臭
に
よ
り
気
分
が
悪
く

な
っ
た
り
、
煙
が
部
屋
に
入
る
の
で
窓
が
開

け
ら
れ
ず
、
ま
た
、
ぜ
ん
息
の
方
に
は
大
変

辛
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
塩
素
を
含
む
ご
み
を
野
焼
き
す
る
と
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
し
ま
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
人
類
が
作
り
出
す

化
学
物
質
の
中
で
最
も
危
険
な
毒
物
で
あ
る

と
言
わ
れ
、
自
然
に
分
解
さ
れ
に
く
く
、
微

量
で
も
人
体
に
摂
取
さ
れ
る
と
、
発
ガ
ン
性

や
子
孫
へ
の
催
奇
形
性
な
ど
を
高
め
る
可
能

性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
し
た
時
な
ど
、
自
然
に
発
生

し
て
し
ま
う
物
質
で
す
が
、
大
気
に
放
出
さ

れ
た
り
、
灰
と
し
て
残
留
し
た
り
し
た
後
に
、

自
然
循
環
し
、
生
物
の
体
内
に
濃
縮
さ
れ
、

人
間
の
体
内
に
は
食
物
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。　

特
に
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
水
に
溶
け
に
く
く
、

油
に
は
溶
け
や
す
い
こ
と
か
ら
も
、
人
体
に

入
り
込
む
と
な
か
な
か
分
解
さ
れ
ず
、
長
い

間
体
内
に
残
留
す
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
生
活
環
境
や

人
体
の
影
響
を
考
え
、
安
易
に
焼
却
せ
ず
、

定
め
ら
れ
た
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
「
野
焼
き
」
】

・
落
ち
葉
等
の
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を

　

営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

（
例
）
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
行
う

　
　
　

際
の
落
ち
葉
、
木
く
ず
等
の
焼
却

・
農
林
漁
業
を
行
う
う
え
で
や
む
を
得
な
い

　

焼
却

（
例
）
農
業
者
が
行
う
期
間
を
定
め
た
稲
わ

　
　
　

ら
の
焼
却
（
秋
田
県
公
害
防
止
条
例
施

　
　
　

行
規
則
）

（
例
）
林
業
者
が
行
う
伐
採
し
た
枝
等
の
焼
却 

　
　
　

漁
業
者
が
行
う
魚
網
に
付
着
し
た
海

　
　
　

産
物
の
焼
却

・
風
俗
慣
習
上
又
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う

　

う
え
で
必
要
な
焼
却

（
例
）
ど
ん
と
焼
き
等
の
地
域
の
行
事
に
お

　

け
る
不
要
に
な
っ
た
門
松
、
し
め
縄
等
の

　

焼
却

＊
例
外
に
当
て
は
ま
る
野
焼
き
を
す
る
場
合

で
も
、
周
囲
へ
の
生
活
環
境
に
は
十
分
な
配

慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」
で
す
。

　

こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５
日
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開

催
さ
れ
た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
日
本
で
は
、
１
９
９
１
年
か
ら
は
６
月
を
「
環
境
月
間
」
と
定
め

て
、
全
国
各
地
で
環
境
に
関
す
る
行
事
や
啓
発
事
業
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

北
秋
田
市
で
も
、
今
月
か
ら
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
を
始
め

る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
、
市
民
一

人
一
人
が
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
、
今
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
振
り
返
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

今
回
は
身
近
な
環
境
問
題
と
し
て
、
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
や
野
焼
き
の
問
題

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

鷹
巣
地
区

合
川
地
区

森
吉
地
区

阿
仁
地
区

燃
や
せ
な
い
（
プ
ラ
）
の
日

プ
ラ
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

そ
の
他
の
不
燃
ご
み
の
日　

※
旧
町
別
指
定
日
の
日
程

ご
み
は
朝
７
時
30
分
ま
で
に

　

集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
！

６
月
１
日
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

　
　
　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
が
始
ま
り
ま
す

ダ
メ
、
絶
対
！！　
　

ご
み
の
野
焼
き

ご
み
の
野
焼
き
は
処
罰
の
対
象
で
す

地
球
温
暖
化
の

怖
さ
を

　

あ
な
た
は

知
っ
て
い
ま
す
か
？

地
球
温
暖
化
の

怖
さ
を

　

あ
な
た
は

知
っ
て
い
ま
す
か
？

日　

時　

６
月
29
日
（
木
）
13
：
30
〜

場　

所　

北
秋
田
市
文
化
会
館

講　

師　

秋
田
県
生
活
環
境
文
化
部
環
境

　
　
　
　

あ
き
た
創
造
課
（
環
境
の
達
人
）

内　

容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
・
講
話

　
　
　
　

「
知
ろ
う
、
学
ぼ
う
、
考
え
よ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
球
温
暖
化
」

主　

催　

鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会　

環
境
あ
き
た
エ
コ
マ
イ
ス
タ
ー
事
業

（
出
前
講
座
）

第
37
条
の
２　

　

何
人
も
、
稲
わ
ら
、
ゴ
ム
、
合
成
樹
脂

そ
の
他
燃
焼
の
際
著
し
い
ば
い
煙
を
発
生

す
る
物
質
を
屋
外
に
お
い
て
多
量
に
燃
焼

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
燃
焼
さ
せ
る
場

合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

＊
稲
わ
ら
は
、
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
及

び
11
月
11
日
〜
12
月
31
日
の
期
間
で
周
辺

の
生
活
環
境
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
場

合
は
、
燃
焼
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

（
秋
田
県
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
第
12

条
の
２
第
３
号
）

【
秋
田
県
公
害
防
止
条
例
よ
り
抜
粋
】

野焼きはダイオキシン類など
の有害物質を発生させるため
絶対にやめましょう

主なプラスチック製容器包装

●カップ類

・カップ麺の容器

・プリン、ゼリー

　等の容器

・アイスクリーム

　等の容器

●トレイ・パック類

・総菜等のトレイ

・卵、豆腐等のパック

・コンビニ弁当等の

　容器

●ポリ袋・ラップ類

・菓子、パン、冷凍

　食品等の袋

・スーパー等のレジ

　袋

・菓子箱等の包装フ

　ィルム

●ボトル類

・食用油、調味料等

　の容器

・シャンプー、洗剤

　等の容器

・コンビニ弁当等の

　容器

●その他

・びんやペットボ

　トル等のプラス

　チック製のふた

・ミカンやタマネ

　ギのネット

・発泡スチロール

　等の緩衝材

このマークのついたものが対象です ６
月
は
環
境
月
間
で
す

６
月
は
環
境
月
間
で
す

高山植物が咲きみだれる森吉山（山人平）高山植物が咲きみだれる森吉山（山人平）


